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現在、世界的に海洋プラスチックごみが増えています。
このままの状況だと、プラスチックごみが魚の量を超えてしまう勢いです。

〈海の現状〉

世界的に増えている
海洋プラスチックごみ
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【出典：WWFジャパンより】

�����
������ �ª�Ä�ï

�������
������ �ª�Ä�ï

����������

���������å ���������å

�0�*�- �0�*�- �0�*�- �0�*�- �0�*�- �0�*�- �0�*�- �0�*�- �0�*�- �0�*�- �0�*�- �0�*�- �0�*�- �0�*�- �0�*�- �0�*�- �0�*�- �0�*�- �0�*�- �0�*�-



プラスチックごみは太平洋側では日本製のものが多く、
遠く離れたハワイ島でも日本語ラベルのプラスチック
ごみが漂着している

〈海の現状〉

行き場を失った日本の
プラスチックごみ

日本は、1人あたりの容器包装プラスチックごみの

【私たちが出したプラスチックごみの行方】

【出典：WWFジャパンより】

図：人口1人あたりプラスチック容器包装廃棄量

【出典：Forbes JAPANより】

行き場を失ったプラスチックごみ
日本は年間150万トンの洗浄、選別されていないプラスチックごみを資源という形で、主に
中国へ輸出し、ごみの処理を他国任せにしていたが、中国政府が汚染物質の影響を憂慮し、
輸入規制をした。その後東南アジアの国々へ輸出を図るも、その国々も輸入禁止に踏み切って
いる。そんな状況にもかかわらず日本国内でのプラスチック使用量が減らないため、行き場が
なくなっている。

再利用されていないプラスチックごみ
日本のプラスチックごみのリサイクル率は84%となっているが、回収したプラスチックごみの70%以上を、焼却しているのが現状です。
サーマルリサイクル（燃やしてそのエネルギーを利用）もリサイクル率に含める日本のプラスチック業界特有のカウント法がベースになって
います。海外ではリサイクル率というと、材料リサイクル（マテリアルリサイクル）を指します。海外基準で計算すると日本のプラスチック
ごみのリサイクル率は23％になり、実際には資源として再利用がほとんどされていないことが分かります。
（サーマルリサイクルはプラスチックごみを燃やしているため、二酸化炭素の排出という点からも世界の動向に逆行している）

2017年末　輸入禁止措置
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プラスチックごみを中国へ輸出 輸入禁止

 図：人口1人あたり容器包装プラスチック廃棄量
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Source : Adapted from Geyer, Jambeck, and Law, 2017



【世界に遅れる日本のプラスチック廃棄物規制】

5mm以下

2018年6月8日～9日 カナダでG7 シャルルボワサミットが開催。
「海洋プラスチック廃棄物に関する海洋プラスチック憲章」に日本と米国だけが署名を拒否しました。

日本政府の説明は「プラスチックの規制が、市民生活や産業に与える影響を慎重に検討する必要があるため」
というものであったが、一方世界では厳しいプラスチック規制対策が推し進められています。

汚染物質を含むマイクロプラスチックは食物連鎖を通して
多くの生物に取り込まれています。
プラスチックごみの排出量がこのまま増え続けることで、
人体にまで影響を及ぼす可能性があります。

海洋に投棄されたプラスチックゴミはやがて
微細なマイクロプラスチックとなり、
マイクロプラスチックは海水中の汚染物質を吸着します。

①欧州、アフリカ：20カ国以上で規制
　　　　  ケニア：世界で最も厳しい使い捨てポリ袋規制（2017年8月施行）
　　　　　 　    ①製造、輸入、販売、使用を全て禁止！
　　　　　　     ②禁固4年か罰金400万円
　　　　　　     ③厚手のリユースポリ袋か布袋 
②アジア：約10カ国で規制
            中国（この10年間で大手スーパーマーケットでの使用が約70%減少）
            インド（2016年に規制を実施しコンポスト出来ないポリ袋が50µ未満）
③米国：連邦政府の規制なし。州（CA、ハワイ）、NY市では規制

地域別の
規制動向

■ 禁止令（国）
■ 禁止令（地方）

■ 課税・有料化（国）
■ 課税・有料化（地方）

■ 禁止×有料化（国）
■ 禁止×有料化（地方）

図　世界各国でレジ袋の法的規制が始まっていますが、日本は無規制のままです（2018年2月時点）

【出典：UNEP（2018)Single Use Plasticより】

〈海の現状〉

マイクロプラスチックの問題


